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2026年 6月 10日 

各 位 

株式会社グリーンハウス 

株式会社 asken 
 
 

～10 年の継続で“食の選択力”を育む～ 

慶應義塾高等学校で 2026 年度協育プログラム「“食と健康”講座」を実施 

 

グリーンハウスグループは、慶應義塾高等学校が進める未来志向の教育プログラムである「日吉協育

モデル」に賛同し、2017 年より開講しているグリーンハウスグループ協育プログラム“食と健康”講座を

実施しており、10 年目を迎える本年も同校にて授業を行いました。 

 

本講座では「卒業研究」の選択テーマとして、食に関心を持つ受講生を対象に、グループ会社の株式

会社 asken（本社：東京都新宿区、代表取締役社長 天辰 次郎）が開発・運営する AI 食事管理アプリ

『あすけん』を活用して自身の食生活を客観的に分析しながら、より適切な食事選択を考える実践的な

プログラムを提供しています。 

 

※慶應義塾高等学校での授業の様子           ※講師：株式会社 asken 栄養士 多田綾子 

 

 

 

 

 

当アプリは、食事記録を通じて栄養バランスの可視化と

管理栄養士監修のアドバイスを提供するサービスとして多

くのユーザーに支持されており、2026 年 5 月時点で累計

会員数は 1,400万人を突破しています。 
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 今年度は「明日のからだを作る カシコイ食事の選び方」をテーマに、主食・主菜・副菜の基本や、朝

食・間食の重要性といった日常生活に直結する講義を行いました。 

生徒が事前に撮影した 1 日分の食事写真をもとに、AI による画像解析機能を用いて栄養バランスを

可視化し、不足・過剰な栄養素を理解したうえで、何を“ちょい足し”して何に“置き換える”かを考え

るワークを実施。 

あわせて、食や健康に関する生徒からの疑問に対し、専門的な視点から回答する場面も設けつつ、食

堂や日々の食生活の中で適切な選択につながるヒントを提示し、生徒自身が行動に移せる実践的な学び

を提供しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※AI 食事管理アプリ『あすけん』を体験 

 

1947 年、慶應義塾大学の予科食堂の運営からスタートしたグリーンハウスグループにとって、同校の

食堂は当社創業の地であり、以来 78 年にわたり食事を提供し続けてきました。本講座は、こうした食

堂での食事提供という“リアルな食体験”を基盤としながら、AI によるデータ活用という“デジタルの視

点”を取り入れることで、より実践的な食育へと発展しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※創業当時の慶應義塾食堂               ※現在の慶應義塾高等学校の食堂 

 

食を通して人々の健康を支え、お客様にご満足いただくため、これからも「人に喜ばれること」を実

践し、食を通じた価値提供に加え「教育」の取り組みも推進してまいりました。来年には創業 80 周年と

いう節目を迎えるにあたり、これまで培ってきた知見と新たな取り組みを融合させ、さらなる価値創出

に取り組んでまいります。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社グリーンハウス 広報室 担当：相野    TEL：03-3379-1249  e-mail：ainom@greenhouse.co.jp 

〒163-1477 東京都新宿区西新宿 3-20-2 東京オペラシティタワー17F     HP：https://www.greenhouse.co.jp/ 

https://www.greenhouse.co.jp/

